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会社概要（神姫バス株式会社）

【設立日】 1927年(昭和2年) 8月8日

【車両数】 742両

（乗合一般506両、乗合高速177両、貸切5両、特定61両）

【営業所数】 17営業所（受託3営業所含む）

【停留所数】 約3,000箇所

【認可キロ】4,5456km

【運行系統数】961系統

【他の事業】不動産事業、旅行事業、業務受託事業、

レジャー・サービス事業

ほかにグループ会社あり

企業理念「地域共栄  未来創成」



コロナ禍の影響



利用者数回復に向けた取組み

新たな需要の創出／目的を明確にした移動商品提供

観光目的

・バス旅ひょうご（兵庫県内エリア別のバスフリー乗車券）

・北条鉄道とのフリー乗車券、イベント共同出店

・神戸電鉄「おもてなしきっぷ」への参画（バス割引券の設定）

・ＪＲグループ「ひょうごデスティネーションキャンペーン」への参画

フレイル予防目的

・姫路エリアワイドフリーきっぷ（シニア版）

既存フリー乗車券を活用。６５歳以上１ヶ月間土日祝フリー

ただ、それだけでは厳しいため、定期券等の割引率見直し等を行い、事業収支の改善に努めている。



まちづくり・地域づくり企業へ

（当社ホームページ企業情報  中期経営計画より）



地域と連携したイベントの実施

ターミナルに「かかし」常駐

観光バスガイドが「フレイル予防サポーター」に。

・フレイル予防ツアーの造成
（車内で健康講話、観光先でウォーキング）

・ショッピングセンターでの「フレイル予防教室」
お買い物でお帰り路線バス割引券をプレゼント

かかしサミットをきっかけにした
地域の取組みＰＲ・賑わいを支援

地域との連携による新たな収益確保の取組み



地域との連携による新たな収益確保の取組み
貨客混載

・貨物運送事業者との連携【兵庫県宍粟市(ウイング神姫)を皮切りに実施】

→ 貨物運送会社の配送体制(配送拠点・ルート)と、
路線バスの運営体制(路線網・ダイヤ)がマッチングしないと難しい。

・道の駅への産品（農作物）輸送
地域の困りごと（道の駅で販売する農作物の欠品時の補充対応）に対応。
→ 条件（積込場所、バス停までの配送体制）が揃ったため継続。



地域との連携による新たな収益確保の取組み

・沿線(地元)産品の輸送
地方と都市部を運行する急行バスで、地元有名店の産品を輸送。
商品のブランドと発信力があれば効果的。
店舗のＳＮＳで情報発信し、ターミナルにお客様がお買い求めに。

貨客混載（地域産品の輸送）



神戸三宮ターミナル近くの有名な商品を
地域に運んで販売
都会まで買いに行かなくても手に入る。

貨客混載（出張催事）

イベントとして実施。
都市部の百貨店からの商品を待つ列。

地域との連携による新たな収益確保の取組み

・地元有名商品の出張販売
百貨店とのコラボレーションで、
地方と都市部を運行する高速バスを使い、有名店の産品を輸送。
商品のブランドと発信力があれば効果的。



姫路市における取組み



姫路市における公共交通

JR

私鉄（山陽電車）

バス

(幹線)

(市内)

航路



年月

昭和47年12月 路線交換協定（市バスは南側、神姫バスは北側）

平成17年4月 青山ゴルフ場・大日線を譲受

平成19年3月 書写山ロープウェイ線・余部線を譲受

平成20年3月 才崎橋線を譲受

平成21年3月 姫路駅南全路線を譲受

平成22年3月 姫路駅北全路線を譲受により全路線移譲

姫路市営バスの歴史



手柄山交流ステーション  モノレール展示室内展示



姫路駅前再整備
北口：２０１５年３月完成
南口：２０１９年３月完成







姫路駅前再整備

バスロケーションシステムの整備

アクセス案内看板（外国人向け）の設置

商業ビルの建設



燃料電池バスの導入

最近の取組み

・西日本エリア初導入
・姫路市COOL CHOICE宣言PR（ラッピング）
・イベント等で展示し、相互の取組みをＰＲ

（国・県・姫路市）
・水素ステーションの整備支援
・車両購入の支援



「しま遊びきっぷ」 （バスと旅客船とのセット乗車券）

姫路市の役割
・連絡会の開催（協議会からの継承）
・関係先への働きかけ（観光コンベンションビューロー等）
・市民に対する広報協力
・初年度は乗車券製作費支援

神姫バスの役割
・「企画乗車券」の造成と発売
・運輸各社のとりまとめ（企画＆発売＆精算）

最近の取組み

市民の足である離島航路維持のため、交流人口拡大
及び利便性向上のための社会実験として開始。

2021年度  ４２８枚（約４ヶ月間）
2022年度  ８０７枚（約８ヶ月間）
2023年度  ５０２枚（４月～通年発売化）



姫路市（地域公共交通課）との勉強会

経緯
・新たな交通計画策定に向けた意見交換の場。

   既存の枠にとらわれず、今までとは違った定期的なコミュニケーションの場として互いに活用。

開催実績
2021年度11回、2022年度8回、2023年度（今年度）3回

主な議題
  ・「路線協議」と「利用促進」の２つのテーマを議論
・補助制度の勉強

  ・運行計画、補助計画に関する検討
    路線バスの運行計画は、市の交通計画に大きな影響を及ぼす。行政の考え、事業者の考えを
持ち寄り議論することで、公共交通の維持・確保に努めている（行政・事業者が、同じ方向を
向いて進めるように）。

  ・公共交通空白地帯解消に向けた検討
    路線バスとしての運行が困難なエリアについて、コミュニティバス等、路線バス以外のモードへの
転換について議論。

最近の取組み



最近の議論

 ・路線バス補助継続の依頼（現状の経営状況を共有）

 ・姫路市総合交通計画に基づき、路線バスの収支状況が厳しいエリアの路線再編についての議論を開始。

   その他新たな取り組みについての検討（ＩＣカードデータ等の開示）

 ・ＩＣカードを活用した上限運賃制度の提案（他都市の事例を共有し議論）

・上屋、ベンチ整備支援に基づく実施計画の調整

勉強会の成果

行政と事業者が定期的にコミュニケーションを図り、情報連携する貴重な機会になっている。行政の考

え方、事業者の考え方を率直に伝えることで、行政・事業者の着地点を見出し、同じ方向を向いて歩

むことができる。また、定期的に開催することで、小さな議題であっても、その議題を遠慮なしに議論す

ることができる。

姫路市との勉強会について



「共に」＋「創る」→「できる」

行政 事業者

・市民全体に対して訴求
・公の場所の提供
・関係者との顔つなぎ

互いの強みを生かす。
現状を共有し同じ目的に

向かう。
新たな取組(体験)を通じて
コミュニケーション拡大

・ネットワークの維持
・アイデアの具体化
・フィールドの提供

市民

HAPPY

QOL向上

運行
   計画
（＝交通

計画）

まずは、動いていきましょう！



ＴｉｋＴｏｋ で 「神姫バス」と検索！  公式アカウントをフォローしてください！

ＳＮＳ（ＴｉｋＴｏｋ）で、バス運転士「あるある」「日常」などを紹介。どんどん内容アップデート中！



ご静聴ありがとうございました。
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